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基本方針：�

第 4・5学年の臨床実習までに学習した知識を基礎として、がん疾患を主とする患者と家族

の全人的（身体的、心理的、社会的、スピリチュアル）な苦痛を理解し、そのケアに繋げ

るための医学的知識や技術の習得を目指す。全人的ケアを実践するための各診療科との連

携や多職種によるサポート体制を、担当教官の指導のもと共に参加し学習することで実際

の臨床に即した診療実習を行う。�

�

実習内容：�

1.�緩和ケア病棟実習：指導教官の指導のもと、下記の実習を行う。�

(1)� 患者入棟時の症状聴取、身体診察を行う。�

(2)� 回診を行いカルテに主観的情報と客観的情報を記載し、指導教官と共に評価や治療

計画を立案する。�

(3)��患者や家族への病状説明に同席し、病状の伝え方やコミュニケーションの実際を学

習する。�

(4)� 疼痛に対するオピオイド使用法を学習する。��

(5)� 疼痛以外の身体的症状を緩和する対応方法・ケアの仕方を学習する。�

(6)� 精神的苦痛への対応・ケアを学習する。�

(7)� 社会的背景を踏まえた苦痛の有無を捉え、ケアへの繋ぎ方を学習する。�

(8)� スピリチュアルな苦痛の存在を理解し、いかなるケアができるかを学習する。�

(9)� 家族の苦痛を捉え、家族ケアを学習する。�

(10)�多職種連携のタイミングとその実践方法を学習する。�

(11)�地域連携を要する患者・家族の意向や状況を理解し、連携方法の実際を学習する。�

�

2.�緩和ケアチーム実習:チームメンバーと共に回診に同行し、下記の実習を行う。�

� (1)��介入患者の回診に同行し、患者とのコミュニケーションの実際を見学し学習する。�

� (2)��診療科との連携や入院病棟スタッフとの情報共有の実際を見学し学習する。�

��(3)��新規介入患者における全人的苦痛や問題点の抽出をチームメンバーと共に実践の中で

学習する。�

� (4)��多職種カンファレンスに参加し、介入患者に対する多職種連携の実際を学習する。�

�

3.�緩和ケア外来実習：指導教官の外来診察に同行し、下記の実習を行う。�

� (1)��新規紹介患者の診察を見学し、緩和ケア外来に紹介される患者・家族の状態やニー

ズがどこにあるのかを理解する。�

� (2)��定期通院患者の診察を見学し、在宅における緩和ケアの実践や患者・家族の生活状

況を理解する。�
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4.�実習スケジュール�

����� 病棟カンファレンス�申し送り）�

����� 緩和ケアチームカンファレンス�

����� 緩和ケアチーム回診（一般病棟）�

������ 病棟回診・新規入棟患者診察���外来診察�

������ 昼食�

������ 病棟カンファレンス�

������ カルテ記載���指導教官による講義�

������ 病棟回診（夕回診）�

●緩和ケアチーム多職種カンファレンス�

毎週火曜日� 16:00〜17:00��10 階� カンファレンス 10-L�

●キャンサーボードミーティング�

� 毎月第 1水曜日� 7:30〜8:00� 10 階� カンファレンス�10-M�

●骨転移カンファレンス�

� 毎月第 2,4水曜日� 18:30〜19:30� 10 階� カンファレンス� 10-M�

�

�

5.�授業に使用する機械・器具と使用目的��
使用区分� 使用機器・器具等の名称� 個数� 使用目的�

視聴覚用機械� 液晶ディスプレイ� 1 台� 講義・症例検討�

視聴覚用機械� ノートパソコン（MacBook�Pro）� 2 台� 講義・症例検討�

実習用機器� 折りたたみ回診車� 1 台� 病棟回診時の処置�

�


